
 

 

 

 

 

 

 

校長 川中子登志雄 

厳しい残暑が続いておりますが、保護者・地域の皆様はいかがお過

ごしでしょうか。パリ・オリンピック、パラリンピックの開催年とな

った今夏は、本当に暑い（熱い）夏となりました。日中は外に出るこ

ともできないくらいの暑さとなり、残念ながら夏休みの子供たちの過

ごし方もすっかり変わってしまいました。しかし、この休み中には、

地域のラジオ体操や盆踊り大会、子供会や PTAのイベントも行われ、

たくさんの子供たちが参加することができ、夏の良い思い出となった

ことと思います。 

先日、保護者の皆様に校長室動画通信第６１号「令和６年度第２回保護者会全体会（オンライン）」を配信い

たしました。前期後半を迎えるにあたり、お伝えしたかった２点について、こちらの紙面でも概要をお知らせ

いたします。 

 

１ 子供の良さを伸ばすための評価の方法 ～今年度の通知表について～ 

 これまでの「通知表」は、教師が決めた指導（子供にとっては「学習」）の到達目標に対して、一人一人の子

供がどれだけ達成することができたかを観点別に評価する（いわゆる「絶対評価」）方法で行われてきました。

これは、「全ての人が等しく、同じことができるようになる」ことを前提としているため、一人一人の子供の良

さや頑張りを見取り、認め、伸ばす評価にはなり得ません。現在本校で進めている改革、児童の主体性を伸ば

し「子供が主語になる学校」を作るためには不十分であるだけでなく、成績の善し悪しにかかわらず、子供の

自己肯定感の向上にマイナスとなりうるものです。そこで、第三吾嬬小学校では、令和７年度にこれまでの通

知表を廃止して、別の方法による評価に切り替えていく準備を昨年度からスタートしています。これは、現在

進めている学習時間や特別活動、インクルーシブ教育などの改革と一体的に進められるべきもので、子供たち

が主体的に「自ら学び、考え、行動」できるようになるための大切な取組です。 

 その過渡期にあたる今年度は、昨年度の改定を一歩進め、通知表を以下のように変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨田区立第三吾嬬小学校 

校長 川中子登志雄 

令和６年９月１日 

９月号 

学習の記録 

変更なし 

昨年度導入した「自

己評価」については、

キャリアパスポート

に一体化 
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２ 小学校における子ども支援教室  

～学習室「みどり」について～ 

本校では、様々な理由で教室にいられない、集団になじめな

い子供の居場所として「学習室『みどり』」を、コロナ禍の令

和３年度にオープンしました。これまで、不安を抱え教室にい

られない子や不登校気味の子、クールダウンが必要な子など、

多くの子供たちが利用しています。保護者の方と一緒に来て過

ごしたり、長期にわたる完全個別支援を行ったりしたこともあ

ります。 

 現在、我が国には、全国で約３０万人の子供が学校に行って

いないという状況があります。しかし、学校は本来、子供たち

にとって楽しいところであるはずです。できれば、全ての子供

にそれを味わってほしいと思っています。今、全力で進めてい

る「子供が主語になる学校」改革はまさにそのためでもありま

すが、より多くの人が満足できる学校にするには、選択肢を増

やすことが大事です。そこで、誰からも・何からも「束縛され

ない・否定されない・指示されない」「受容される・一人になれ

る・必要なとき援助が得られる」そんな居場所として、学習室

「みどり」を作ったわけです。 

 これは「言うは易し、行うは難し」で、支援を充実させるた

めには、どうしてもこの教室のための専門の職員が必要でし

た。教育委員会には、開設当初より、その必要性を訴え、ぜひ

予算措置をお願いしたいと要望してまいりましたが、このた

び、墨田区教育委員会が本校を含む区内二つの小学校に「小学

校における子ども支援教室」を設置し、専門の支援員を配置し

てくれることが決定しました。 

 そこで本校では、これまで長年にわたり学習支援員として多

くの子供たちを支えてくださった社会福祉士の Ｈ．Ｍ．先生

を、新たに学習室「みどり」の専門支援員として迎えることに

いたしました。今年度については、月・火・木・金の９:３０～

１４:３０に学習室「みどり」で支援に当たります。（水曜日はこ

れまで同様、本校職員で見守りを行います。） 

 保護者の皆様におかれましては、この特別教室の趣旨をご理

解いただき、お子さんとも話していただければ幸いです。お子

さんのことで心配なことがありましたら、お気軽にご相談くだ

さい。担任や学年だけでなく、スクールカウンセラーや「みど

り」専門支援員も一緒に、よりよい支援について考えていける

と良いと思っております。 

  外国語指導講師（NT） S． D．先生 

  時間講師（１，３，４，５，６年） Ｊ．Ｃ．先生    学習支援員  Ｎ．Ｉ．さん 

学習室「みどり」は、自分の気持ちが大切にされ

る場です。 

学校にいる間は 

 ○誰でも、いつでも来ていい 

 ○（やくそくを守れば）何をしていても、していな

くてもいい 

 ○何をするか（しないか）は、自分で決めていい 

 ○おうちの人と一緒に来てもいい 

 ○友達と話したり、遊んだり、一緒に学習したりし

てもいい 

  （ただし、相手が「一緒にやろう」と言った時） 

 

困ったときや、お話ししたいときには、先生が聴

いてくれます。 

【学習室「みどり」を使う時の「やくそく」】 

○先生に「みどり」にいます、と話してから来ます。 

（だまって来ない。どこに行ったかわからないと

先生が心配してしまいます。） 

○ 他の人がいることもあります。他の人の気持ち

も大切にしましょう。 （お互い気持ちよく使える

ようにしましょう。） 

○ 自分のやりたいことを自分で考えて、みどりの

先生に伝えます。 

○ 使ったものは自分で片付けます。汚した時は自

分で掃除します。 （自分のにもつも自分でせい

りせいとんします。） 


